





















































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 39 号（2016 年 3 月 20 日）
　①　コミュニケーション力
　　　　　だれとでも意見交換ができる
　②　コラボレーション力（協調性）
　　　　　だれとでも一緒に仕事ができる
　③　イノベーション力（チャレンジ精神・主
　　体性）
　　　　　新しいことに進んで挑戦する
　　　　　自らの意志で意欲的に取り組む
　トーク（説明）とチョーク（板書）による，
教師の力で教え込む一斉授業の指導で，これら
の『将来の社会で生きる力』を育てることがで
きるでしょうか？ これまでの個人主義的な『勉
強』から仲間と学び合う『協同的な学び』への
転換が求められています。」…
　全職員が「学びの共同体」の改革を再確認し，
取り組みへの意欲を高めた言葉だった。
　将来，技術革新の進行により，今ある仕事の
半分が自動化され，人間が行う必要がなくなる
という。人間に求められるのは，「他者と協力
し合い問題を解決していく力」や「前例にとら
われずに新しいものを生み出していく創造力」。
さらに「どんな困難も乗り越えていこうとする
ねばり強さ」も重要とされている。そうした力
は，教師が一方的に知識を伝達するこれまでの
一斉授業では育むことはできない。
　「アクティブラーニング」導入は，一斉授業
の「教師の過干渉，指示過多，規制過多，知識
の注入と再生，暗記強要により教えるスタイ
ル」から脱却する「授業改革」を求めている。
　「アクティブラーニング」が目指す「子ども
の主体的・能動的・協同的な学び」は，まさに
「学びの共同体」の実践そのものであるといえ
る。
おわりに
　子どもたちの学校生活の大半は授業であり，
授業のあり方が，学校生活の充実度・満足度を
決定する。学習指導と生徒指導は，決して別々
の機能ではなく一体のものである。授業の中に
生徒指導があり，生徒指導は授業抜きにはあり
得ない。
　「学びをあきらめた生徒は崩れるが，学び続
けようとする生徒は決して崩れない」という言
葉は核心をついている。
　授業規律の意識化・定着化とともに，言語活
動を取り入れた「学び合い」授業は，子どもた
ちをつなぎ，意欲を高め，「生きる力」として
の確かな学力を育んでいくことを，多くの実践
が教えている。「授業の中で，子どもを育てる」
という姿勢を，全職員がしっかりと共有するこ
とが肝要である。
　これからの時代を生きる子どもたちに「人と
のつながり」「仲間と認め合い支え合う喜び」
を実感させたい。その経験が，長い人生で困難
に直面しても，人への信頼を失わずに生きてい
く力になると確信している。
[参考文献]
佐藤　学　著　「学びから逃走する子どもたち」
岩波ブックレットNo524
佐藤　学　著「学校を改革する　学びの共同体
の構想と実践」　岩波ブックレットNo842
佐藤　学　著「学校の挑戦　－学びの共同体を
創る－」　小学館　2006年
佐藤　学　著「学校見聞録　　学びの共同体の
実践」　小学館　2012年
佐藤雅彰　著「中学校における対話と協同」　
ぎょうせい　2011年
佐藤　学　和井田節子　草川剛人　浜崎美保　
編著「授業と学びの大改革「学びの共同体」
で変わる！ 高校の授業」明治図書2013年
西川　純　著「すぐわかる！できる！ アクティ
ブ・ラーニング」　学陽書房　2015年
